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受講者感想 （2022.10.11）  

○今日も多田先生から研修を通して“大人には捨てる物でも子どもにとっては宝物”という

言葉を聞き改めて保育を考え直すことができました。実際に新聞紙で家を作ってみて、一

人ではできないことでもみんなで協力して作ることで、とても楽しく達成感を味わうこ

とができました。一番大切なことは、保育者自身が楽しみその楽しさを伝えていく事だと

感じました。子ども達の日々の変化をよく観察しながら保育を進めていきたいです。 

○初めて新聞紙でテントを作りましたが、大人でも楽しめ、色々考えて試行錯誤できたの

で、子ども達と一緒に作ったら子ども達なりの自由な発想が見られて楽しいだろうなと

思いました。 

○子ども達自身が考えて遊ぶことを大切にしていけるよう子どもの姿をよく観察して、興

味をもっているものは何かを保育者が知ることが必要だと思った。そして、子ども達と遊

ぶ前に、保育者がどんなことができるか試すことも大切だと思った。 

○実際に新聞紙を使って家を建てるワークでは、作っていく中で「こうしよう」「ここはど

うする？」とチームで協力し合い、発想がどんどんと広がっていきました。子ども達と一

緒にするときっと楽しいだろうと思いました。担当が２歳児なので、すぐに実践は難しい

かもしれませんが、できそうなことを是非やってみたいです。 

○ワークでは、自然とコミュニケーションが増え、自分にはない考えをどんどん引き出し合

える環境で楽しく行うことができました。また、細かく貼ったり丸めたりすることで手先

の発達に繋がり、楽しみながらも子ども達の成長に繋いでいけると思いました。 

○大人にとっては捨てる物だけれど、子どもにとっては宝物であるという事が、今回の活動

でよく理解できました。たとえ捨てる物であっても、気持ちを込めて時間をかけて作った

ものは、大切な宝物になり、もしそれが壊れたとしてもその体験が子どもにとってのかけ

がえのないものになるんだと思いました。 

○テント作りは楽しかったです！一人一人の意見が出るごとに、盛り上がり素敵なテント

ができあがって楽しかったです。子ども達ともまた作ってみたいと思います。 

○毎回の研修前にあるアイスブレイクが楽しいので、自分も友達とのふれあい遊びに取り

入れていきたい。今日やった新聞紙の家を作るのも初めてでしたが、とても楽しくそして

３班それぞれ違ったものができたので、子ども達がやるともっと個性豊かなものが出来

そうだと思った。 

○毎回楽しくて学ぶことができ、学びも多かったです。何より先生に肯定的に言葉をかけて

いただけることが嬉しくて、もっと子ども達と楽しい遊びをしていきたいと意欲的にな

っていました。 

○年齢に合わせ新聞紙遊びには様々な用途、遊び方があることが分かり、面白く楽しいなと

感じた。新聞紙の家では、大人でも考え協力して面白くできたので、子どもだったらどん

な風に作るのか見て見たくなった。保育者も子どもと一緒に遊ぶことで、見えてくるもの

や楽しさを共有できる空間があることが分かり、とても素敵だなと感じた。 

○自分の中では紙を使った遊びと言われると、新聞をちぎったり遊んだりということしか

思わなかったのですが、染めたり絵具で塗ったりする事例を知り自分の中にはない発想

があり勉強になりました。 

 


